
• 宝ホールディングスの大宮です。

• 本日は、お忙しいところ、当社グループの2012年3月期の決算説明会にお集まりいただき、誠にありがとう
ございます。
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• 本日は、ご覧の順番で説明いたします。
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• まずは、宝ホールディングス連結の2012年3月期の事業概況ならびに決算について説明いたします。
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• はじめに、昨年の4月からスタートしております長期経営ビジョンと中期経営計画について確認します。

• 長期経営ビジョン「TaKaRaグループ・ビジョン2020」では、『国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばし、
環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立する』ことを経営目標に掲げています。

• また、中期経営計画では、『「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向けて、国内での安定成長を実現
するとともに、海外で大きく成長するための事業基盤を拡大する』ことを基本方針に掲げ、定量目標として、
2014年3月期の売上高2,000億円以上、営業利益100億円以上を目指すとともに、海外売上高比率10%以
上、成長事業と育成事業の売上高比率25%以上を目指しています。
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• 2012年3月期の事業概況を振り返りますと、東日本大震災による経済活動への影響が大きく、当社でも、
宝酒造 物流拠点が被害を受けま たが 期 生産 供給体制を整え など対応 努 ま た宝酒造の物流拠点が被害を受けましたが、早期に生産・供給体制を整えるなど対応に努めました。

• 決算につきましては、前期比では売上高は宝酒造グループ・タカラバイオグループともに増収となり、宝
ホールディングス連結では8,921百万円増収の198,690百万円と、過去最高の売上高を達成しました。

• また、営業利益は全てのグループで増益となり、宝ホールディングス連結では929百万円増益の9,264百万
円、経常利益は1,189百万円増益の9,617百万円となりました。

• 当期純利益につきましては、震災による特別損失を計上したほか、法人税率の変更に伴うマイナスの影響
が656百万円発生しましたが、207百万円増益の3,995百万円となりました。

• 1月30日に発表した予想と比べましても、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益の全てにおいて予想
を上回り、4月26日に業績予想の修正を発表いたしました。

• また、株主還元につきましては、先日発表の通り、1株当たりの配当金を9円に増配し、昨年の11月から12
月に実施した自己株式取得と合わせて株主還元性向は51.7%となりました。
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• 営業外および特別損益の概要です。

• 営業外損益は、補助金収入の増加や、社債発行費の減少などにより前期に比べ260百万円のプラスとなり
ました。

• 一方、特別損益は、前期に比べ104百万円のマイナスとなりました。

• なお、震災による特別損失は754百万円を計上し、前期からの累計では1,150百万円となりました。なお、震災による特別損失は 百万円を計 し、前期から 累計では , 百万円となりました。
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• 続いて、宝酒造グループの2012年3月期の決算および2013年3月期の活動計画と業績予想について説明
た ますいたします。
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• まずは、2012年3月期の事業環境を振り返りますと、酒類の市場は引き続き縮小傾向にあるうえに、原材料
価格 高騰 高止ま 状態とな ます価格は高騰し高止まりの状態となっています。

• このように非常に厳しい事業環境ではありますが、宝酒造グループでは市場のニーズに応える商品群で
売上を伸ばし、原材料価格の高騰を克服してまいりました。
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• 宝酒造グループの損益の概要です。

• 前期比では、売上高は8,713百万円増収の175,503百万円となり、大幅な増収によって原材料価格の高騰
をカバーし、営業利益は199百万円増益の6,768百万円となりました。

• 増収の主な要因を確認しますと、焼酎では甲類・乙類ともに増収となったほか、清酒では松竹梅「天」のエ
コパウチやスパークリング清酒「澪」などの新商品が寄与して増収となりました。

• また、ソフトアルコール飲料では焼酎ハイボールや直搾りを中心に4,472百万円の増収となりました。
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• 営業利益の増減を確認します。

• まず、前期比では、コストアップが1,757百万円、コストダウンが 1,037百万円となり、差し引き720百万円の
コストアップとなりました。

• 売上の増加などによる総利益の増加が2,641百万円となりましたが、販管費において、運送費、広告宣伝
費、販売促進費が増加し、宝酒造単体の営業利益は前期比99百万円の減益となりました。

• 一方、子会社ではフーデックス社をはじめ、その他の子会社でも営業利益が増加し、宝酒造グループ連結
では199百万円の増益となりました。
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• 1月30日公表の予想比で営業利益の増減を確認しますと、宝酒造単体の営業利益は40百万円の未達とな
ま たが 宝酒造グ プ連結 円 想を上 ま たりましたが、宝酒造グループ連結では68百万円、予想を上回りました。
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• 続いて、2013年3月期の活動計画について説明いたします。

• まずは宝酒造グループの中期経営計画を確認します。

• 宝酒造グループでは『国内は、酒類事業の収益力強化およびB to B事業の拡大、海外は、日本食材卸販
売網の構築に取り組む』ことを基本方針に掲げています。

• それぞれの分野における事業戦略につきまして、まず国内酒類事業では、新商品の開発、ブランドの育成、それぞれ 分野における事業戦略に きまして、まず国内酒類事業では、新商品 開発、 ラ ド 育成、
収益力の強化を3本柱に据え、安定的なキャッシュフローを生み出してグループ全体の成長を支えることを
目指しています。

• 調味料・酒精事業では、加工業務用調味料と酒精のそれぞれの分野で事業を伸ばすとともに、両方の商
品に共通するお客様に対する提案力を強化することを目指し、将来的には宝酒造グループの事業の柱と
なるようB to Bビジネスとしての拡大を目指しています。

• 海外事業では、酒類と日本食材卸の両事業の拡大を通じて日本食文化を世界に広め、清酒やみりんなど
の日本の酒類や食材の販路拡大を目指しています。
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• 各事業における、活動計画を説明いたします。

• まず、国内酒類事業では、高齢化や人口減少による胃袋マーケットの縮小、節約志向・デフレの継続など、
引き続き厳しい事業環境が続くと考えられますが、そのような中で、強みを活かせる市場で事業を伸ばして
いきたいと考えています。

• 宝酒造グループの強みとは、焼酎・清酒・ソフトアルコール飲料・調味料の各カテゴリーにおいて、こだわり
ゾーン・スタンダードゾーンのそれぞれに「商品力」のあるブランドを多数ラインナップしていることでありま
す。

• このような商品戦略によって、多様化する消費者ニーズにきめ細かく対応し、幅広いお客様から支持を得
て、売上を伸ばしていきたいと考えています。
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• 国内酒類事業の各カテゴリーにおける戦略を説明します。

• まず、焼酎につきましては、「極上宝焼酎」、「よかいち」、「一刻者」、「知心剣」を中心にブランド育成を継
続してまいります。

• 「極上宝焼酎」では、宝焼酎の発売100周年を機に消費者キャンペーンや広告宣伝を実施します。

• 「よかいち」では、昨年、「黒よかいち」のラインナップを強化しましたが、今年は樽貯蔵したタイプの「琥珀よか ち」では、昨年、 黒よか ち」 ライ ナッ を強化しましたが、今年は樽貯蔵したタイ 琥珀
のよかいち」を発売することで、さらにラインナップを強化し、幅広いお客様のニーズを捉えてまいります。

• 「一刻者」と「知心剣」につきましては、飲み方提案などを通じ、じっくりとブランド育成を続けてまいります。
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• 次に、清酒ですが、昨年発売した新商品も順調に育ってきていますので、今期は特に清酒の売上を伸ば
す と 宝酒造グ プ 増収を牽引 た と考え ますすことで宝酒造グループの増収を牽引したいと考えています。

• 商品ごとの戦略を説明しますと、清酒パックでは、昨年発売し好評をいただいております「エコパウチ」を、
夏向けの冷酒である「まろやか冷酒」でも発売します。

• 業務用の専用ブランドである松竹梅「豪快」では、昨年発売した生酒と合わせてブランド育成を継続し、飲
食店におけるシェアアップを目指してまいります。

• 松竹梅白壁蔵では、スパークリング清酒「澪」を食前酒として、「生酛」シリーズの商品を食中酒として提案
し、白壁蔵ブランドの育成を強化してまいります。
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• ソフトアルコール飲料では、順調に売上を伸ばしている「焼酎ハイボール」について、ブランド育成を継続し、
今期 億円 上 売上を 指 ます今期は100億円以上の売上を目指します。

• 「直搾り」では、アルコール分3%の「くちどけ」シリーズを発売し、特に女性のライトユーザーを獲得してまいり
ます。

• 家庭用調味料では、エコパウチ入りの料理清酒を発売しました。

• エコパウチ入りの商品は、飲む方の清酒で、「天」と「まろやか冷酒」の2商品、調味料で1商品の合計3商品
となります。

• エコパウチは、形が自由に変わるので冷蔵庫の空いた隙間に収納しやすく、また、ゴミ捨ての際に分別の
必要がないなど利便性が高く、特に主婦の方々から非常に好評をいただいており、調味料にも適したパッ
ケージであると考えています。
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• 続いて、調味料・酒精事業について説明いたします。

• まず、加工業務用の調味料事業では、ユーザーのニーズに応える商品をご提案し売上の拡大を目指しま
す。

• 新商品の開発については、味わいを付与する機能や、食材の嫌な匂いをマスキングする機能など、機能
強化に特化した差別化商品を開発してまいります。

• 次に、酒精事業では、原材料価格の高止まりに対応できるよう収益力の強化を目指します。

• その収益力強化の戦略として、また今後の成長のための原動力として、99%工業用アルコールの市場に新
規参入を行います。

• これまで販売していた95%工業用アルコールに加えて、より付加価値の高い99%工業用アルコールを発売
することで、お取引先の裾野を広げてまいりたいと考えています。
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• 続いて、海外事業について、まずは全体戦略を再確認いたします。

• 先進国での健康志向の高まりや、新興国での所得水準の向上を背景に、海外における日本食市場は拡
大傾向にあります。

• このような環境において、宝酒造グループの海外事業では、清酒やみりんなど、日本のお酒や調味料を販
売する海外酒類事業と、欧州で日本食材の輸入卸を行う日本食材卸事業の2つの事業を中心に展開して
おり、この両事業を通じて、日本食文化を世界に広めるとともに、海外での、より一層の事業拡大を目指し
ていますています。
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• 海外酒類事業および日本食材卸事業の具体的な活動内容について、まずは米国宝酒造の活動内容を
説明 た ます説明いたします。

• 米国宝酒造の2012年3月期の業績は、ドルベースでの売上高が前期比8.6%の増収となりました。

• 一方で、清酒製造設備の増強に伴い減価償却費が増加したため、営業利益は6.5%の減益となりました。

• 2013年3月期は、清酒を中心に売上を伸ばすとともに、生産効率の向上などによるコストダウンも行い、増年 月期は、清酒を中心に売 を伸ばすとともに、生産効率 向 などによる トダウ も行 、増
収・増益を目指します。
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• 次に、フーデックス社の状況です。

• 業績については、通年寄与したこともあり、ユーロベースでの売上高が前期比69.7%の増収、営業利益は
67.3%の増益となりました。

• なお、同期間で比較しても、順調に業績を伸ばしています。

• 2012年3月期は、ベルギーに子会社を設立し、販売網を拡大しましたが、2013年3月期は、フランスのリヨン年 月期は、 ギ に子会社を設 し、販売網を拡大しましたが、 年 月期は、 ラ リ
に倉庫を新たに設置するなど、欧州における販売網をさらに拡大し、増収・増益を目指します。
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• 宝酒造グループの業績予想について説明いたします。

• 上期（1Q-2Q累計）は、前期に一時的に家庭内飲酒の需要が急増していたことを考慮し、その裏返しで減
収となり、さらにコストアップも想定されるため減益の予想としております。

• 通期では、既存商品の育成に加え、新商品の発売などによって売上を伸ばし、売上高は前期比2,496百
万円増収の178,000百万円を計画しています。

• 売上の増加によってコストアップを吸収し、営業利益は前期比231百万円増益の7,000百万円を計画して
います。
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• 営業利益の増減につきまして、まずは上期（1Q-2Q累計）から確認します。

• コストアップが858百万円、コストダウンが276百万円となり、差し引き582百万円のコストアップとなる見込み
です。

• その結果、宝酒造単体の営業利益は前期比574百万円の減益となり、宝酒造グループ連結では769百万
円の減益予想となります。
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• 通期では、コストアップが1,576百万円、コストダウンが964百万円となり、差し引き611百万円のコストアップ
とな 見 すが 売上 増加など れを 宝酒造単体 営業利益 前期となる見込みですが、売上の増加などによってこれをカバーし、宝酒造単体の営業利益は前期比461百万
円の増益を計画しています。

• 子会社の営業利益の減少を見込んでいますが、宝酒造グループ連結では前期比231百万円増益の7,000
百万円を計画しています。
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• 次に、宝ヘルスケア社の概況について説明いたします。
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• 2012年3月期は、利益率の高い健康食品を扱うヘルスケア事業の売上を伸ばし、営業損失を137百万円改
善 た ま た善いたしました。

• 2013年3月期は、引き続き、ヘルスケア事業の柱である「フコイダン」シリーズの売上を伸ばし、宝ヘルスケ
ア社設立以来、初の黒字化を目指します。
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• 続いて、宝ホールディングス連結の2013年3月期の業績予想について説明いたします。
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• 上期（1Q-2Q累計）は、宝酒造グループで減収・減益となり、宝ホールディングス連結でも、売上高、営業
利益 経常利益 減収 減益 想と ます利益、経常利益は、減収・減益の予想としております。

• 一方、四半期純利益につきましては、震災による特別損失の減少などにより増益を見込んでいます。

• 通期では、宝酒造グループ・タカラバイオグループともに増収の計画で、売上高は前期比4,109百万円増
収の202,800百万円を計画しています。

• 営業利益は、宝酒造グループ・タカラバイオグループの増益に加え、宝ヘルスケアも黒字化し、宝ホール
ディングス連結では前期比235百万円増益の9,500百万円を計画しています。
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• 最後に、2014年3月期を最終年度とする中期経営計画の定量目標について確認いたします。

• 売上高は2,000億円以上を目指していますが、2013年3月期の売上高は2,028億円を計画しており、1年前
倒しでの達成を目指します。

• 営業利益につきましては100億円以上を目指しており、最終年度での達成に向けて増益基調を続けてまい
ります。

• 以上で、私からの説明を終了いたします。

• ご静聴ありがとうございました。
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